




清 水 茂 雄
Studien zur mittelbar-mitteilenden Wahrheit (III) 
lhre Beziehung auf Heideggers Philosophie (2)
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3.本 論 - 後半
すでに述べたように,｢真言へ｣は ｢真言｣に対 し
ては｢推論｣をしている.自分自身,つまり,｢判断｣











































































































































































































































































































































次に,時間の ｢秘術語｣の ｢へ｣は ｢まだ｣という
規定を持っている.それが時間の ｢現在｣であった.




















































では ｢因｣と ｢果｣との ｢問｣がなくなっているので,
｢因｣は ｢果｣と ｢同時｣である.また,｢実体｣は





























































が求められているところ,そこが ｢対象｣が ｢独立 し
て私に対している｣が成り立っているところなのであ
る.｢私｣はこうして ｢投身｣を求められている (Sein











































































































































































































































































































































































































(5) Ereignisと ｢私｣のモナ ド的関係は 『哲学への
寄与｣のP8を参照.
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